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医
療
・
感
染
症
対
策

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
外
来
受
診
・
検
査
体

制
、
入
院
体
制
の
整
備
状
況
、
ま

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
ピ

ー
ク
時
期
に
向
け
た
体
制
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
外
来
受
診
・
検
査
に
つ
い

て
は
、
迅
速
な
診
断
・
治
療

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
発
熱
患

者
等
の
診
療
や
検
査
を
行
う
「
診

療
・
検
査
医
療
機
関
」
と
し
て
、

地
域
の
診
療
所
を
中
心
に
、
10
月

末
ま
で
に
４
５
３
か
所
を
指
定
し
、

そ
の
結
果
、
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日

当
た
り
３
４
６
５
件
の
検
査
対
応

能
力
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
11
月

以
降
も
追
加
指
定
を
行
い
、「
診

療
・
検
査
医
療
機
関
」
の
数
と
し

て
は
一
定
確
保
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
防
護
具
の
配
布
や
保
健

所
に
よ
る
相
談
対
応
な
ど
を
通
じ
、

必
要
な
診
療
・
検
査
が
確
実
に
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
入
院
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

12
月
１
日
現
在
、
病
床
は
16
病
院

２
１
３
床
、
ホ
テ
ル
は
２
か
所

２
７
１
室
を
確
保
し
て
お
り
、
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
は
入
院
、

そ
れ
以
外
で
軽
症
・
無
症
状
の
方

は
、
原
則
宿
泊
施
設
で
の
療
養
と

し
て
い
ま
す
。

　
感
染
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
病
床

２
８
０
床
、
ホ
テ
ル
４
２
０
室
が

必
要
と
見
込
ん
で
お
り
、
12
月
１

日
現
在
で
は
、
１
４
５
床
の
空
床
、

２
５
５
室
の
空
室
が
あ
り
、
ひ
っ

迫
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ピ
ー
ク
時
を
見
据
え
、
最
大
病
床

の
確
保
に
向
け
、
現
在
複
数
の
ホ

テ
ル
を
候
補
と
し
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

文
化

問
　「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術

館
に
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
下
、
滋
賀
の
美
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
文

化
芸
術
や
美
に
対
す
る
渇
望

の
高
ま
り
や
、
地
域
の
自
然
や
文

化
的
資
源
の
価
値
を
再
評
価
す
る

動
き
が
見
ら
れ
る
中
、
来
年
６
月

に
は
近
代
美
術
館
を
約
４
年
ぶ
り

に
再
開
館
し
ま
す
。
ま
さ
に
、
滋

賀
の
美
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、「
滋

賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
の
具

現
化
に
向
け
、
琵
琶
湖
や
自
然
美
、

建
築
や
伝
統
工
芸
な
ど
の
生
活
文

化
の
美
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
文
化
財
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ

ュ
ッ
ト
や
現
代
美
術
な
ど
、
過
去

か
ら
現
在
に
連
な
る
多
様
な
美
の

魅
力
を
強
力
に
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
近
代
美
術
館
に

設
け
る
予
定
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
も
と
、
関
係
者
や
関
係
施
設

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
全

体
の
発
信
力
を
高
め
な
が
ら
、
戦

略
的
な
取
組
を
展
開
し
ま
す
。
新

館
長
の
も
と
、
展
覧
会
改
革
や
ア

ー
ト
体
験
の
多
様
化
な
ど
、
従
来

の
発
想
を
超
え
た
事
業
展
開
を
図

り
、
感
動
や
新
た
な
学
び
に
出
会

え
る
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

ま
た
、
滋
賀
の
美
の
拠
点
・
入
り

口
と
し
て
再
生
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
休
館
中
の
琵
琶
湖
文
化
館
に
つ

い
て
は
、
全
国
有
数
の
文
化
財
保

有
県
で
あ
る
本
県
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
博
物
館
と
し
て
リ
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
美
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
で
、

感
動
や
癒
し
に
つ
な
が
り
、
人
々

に
元
気
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

地
域
の
振
興
や
経
済
の
活
性
化
に

も
資
す
る
取
組
を
、
思
い
を
新
た

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
・
産
業
振
興

問
　
Ｇ
o
Ｔ
o
ト
ラ
ベ
ル
、
イ

ー
ト
の
効
果
や
感
染
拡
大
に

お
け
る
国
の
対
応
に
つ
い
て
の

受
け
止
め
、
ま
た
、
更
な
る
感
染

拡
大
の
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
　
観
光
庁
に
よ
る
と
全
国
で

の
Ｇ
o
Ｔ
o
ト
ラ
ベ
ル
の
利

用
実
績
は
10
月
末
時
点
で
約

４
千
万
人
泊
で
す
。
９
月
の
宿
泊

旅
行
統
計
で
は
、
本
県
は
対
前
年

比
で
35
・
６
％
の
減
で
あ
り
、
京

都
府
の
58
・
８
％
減
、
大
阪
府
の

67
・
４
％
減
を
超
え
る
回
復
で
す
。

　
事
業
者
か
ら
は
、
予
約
で
満
室

と
な
り
前
年
同
月
の
実
績
を
超
え

る
と
い
う
お
声
も
あ
る
一
方
で
、

「
団
体
旅
行
や
宴
会
予
約
が
戻
ら

な
い
」「
平
日
は
ま
だ
ま
だ
空
い

て
い
る
」
な
ど
の
お
声
が
あ
り
、

「
今
こ
そ
滋
賀
を
旅
し
よ
う
！
」

な
ど
の
効
果
が
一
定
出
て
い
る
も

の
の
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
o
Ｔ
o
イ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

10
月
20
日
か
ら
食
事
券
が
販
売
さ

れ
、
11
月
29
日
時
点
で
紙
ク
ー
ポ

ン
が
28
億
円
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
が

約
14
億
５
千
万
円
と
い
う
販
売
状

況
で
す
。

　
国
の
今
回
の
Ｇ
o
Ｔ
o
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
運
用
見
直
し
は
、
更
な

る
感
染
拡
大
防
止
に
必
要
な
措
置

で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と

考
え
ま
す
。
本
県
で
は
、
現
時
点

で
す
ぐ
に
制
限
が
必
要
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
感
染
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
の
経
済
・
社
会
・
文
化
活

動
の
両
立
が
重
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
感
染
拡
大
が
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
き
た
場
合
に

新型コロナウイルス感染症患者受け入れ病床
の様子（滋賀県立総合病院）

琵琶湖文化館

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　11月定例会議では、新型コロナウイルス感染症への対応として、
PCR検査体制の拡充や県立施設におけるトイレ改修などの衛生環境
の改善などのほか、国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開
催延期にかかる経費など、総額48億2,865万円を追加する「令和２年度
滋賀県一般会計補正予算（第10号）」や、ひとり親世帯への臨時特別給
付金の年内の再支給に伴う経費、新型コロナウイルスワクチンの円
滑な流通体制と専門的な相談体制を確保する経費など、総額約１億

8,624万円を追加する「令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第11号）」
など、知事提出議案46件と議員提出議案６件が上程されました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審
議等を行い、新型コロナウイルス感染症については、年末年始におい
ても医療提供体制が維持されることをしっかりと広報すること、ま
たコロナ禍の子どもたちを支援するためスクールカウンセラー等や
スクールソーシャルワーカーの配置拡充を行う事業について、人材
の確保および育成に努め、更なる体制の充実を図られたい等の意見
が出されました。
　これらの審議の結果、意見書案３件を否決したほか、いずれも原案
のとおり可決しました。また９月定例会議において継続審議とされ
ていた令和元年度滋賀県歳入歳出決算の認定等を求めることについ
て、認定または可決しました。

11月定例会議の概要
11月27日～12月21日の25日間

11
月
定
例
会
議
に
お
け
る

�

質
疑・一
般
質
問
か
ら



こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す
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は
、
Ｇ
o
Ｔ
o
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ

の
制
限
な
ど
迅
速
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
教
育

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

生
活
の
変
容
、
特
に
い
じ
め

に
つ
い
て
の
問
題
や
対
応
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
夏
休
み
の
短
縮
や
学
校
行

事
の
中
止
や
縮
小
、
さ
ら
に

は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
様
々

な
制
約
な
ど
か
ら
、
児
童
生
徒
の

心
理
的
ス
ト
レ
ス
や
不
安
は
高
ま

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
把
握
し
て
い
る
情
報
で

は
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
、
ま

た
医
療
従
事
者
の
ご
家
族
等
、
関

係
者
に
対
す
る
直
接
的
な
い
じ
め

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
調

不
良
で
休
ん
だ
児
童
生
徒
に
つ
い

て
「
コ
ロ
ナ
で
休
ん
で
い
る
」
と

い
う
発
言
や
、
悪
口
と
し
て
「
コ

ロ
ナ
」
と
い
う
言
葉
を
児
童
生
徒

が
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
感
染
症
へ
の
正
し
い
理

解
と
人
権
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
、

こ
う
し
た
発
言
の
際
に
も
、
そ
の

都
度
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
子
ど
も
た

ち
の
心
の
ケ
ア
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
学
校
全
体
で
児
童
生
徒
の
心

身
の
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、

情
報
共
有
を
し
、
児
童
生
徒
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
支
援
を
行
う
上
で
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用

は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
回
の
補
正
予
算
で
も

配
置
時
間
数
の
拡
充
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
う
し

た
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
の
ケ
ア
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

環
境
政
策

問
　
知
事
は
令
和
２
年
の
年
初

に
２
０
５
０
年
ま
で
に
排
出

す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
実
質
ゼ
ロ
に
し
、

そ
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ

と
に
つ
い
て
「
し
が
Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
の
宣
言

を
さ
れ
た
が
、
社
会
全
体
に
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
た
め
の
決

意
を
伺
い
ま
す
。

答
　
昨
今
、
国
内
外
で
発
生
し

て
い
る
大
雨
や
熱
波
、
大
規

模
森
林
火
災
な
ど
は
、
今
ま
さ
に

世
界
が
気
候
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、
Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
社
会
へ

の
転
換
が
急
務
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
達
成
に

は
、
施
策
の
加
速
化
は
も
ち
ろ
ん
、

県
民
や
事
業
者
の
主
体
的
な
取
組
、

国
全
体
の
仕
組
み
作
り
が
不
可
欠

で
あ
り
、
社
会
構
造
の
変
革
を
促

す
観
点
か
ら
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

創
出
が
必
須
と
考
え
ま
す
。

　
私
達
の
暮
ら
し
を
映
す
鏡
と
も

表
現
さ
れ
る
琵
琶
湖
で
は
、
２
年

連
続
で
全※

１

層
循
環
が
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
れ
は
気
候
変
動
が
私

達
の
暮
ら
し
の
在
り
方
に
対
し
警

鐘
を
鳴
ら
す
サ
イ
ン
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
危
機
感
と
し

て
発
信
、
共
有
、
浸
透
さ
せ
、
Ｃ

Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
向
け
て
み
ん

な
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
示
し
、

各
主
体
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と

で
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
推
し
進
め
て

ま
い
る
決
意
で
す
。

行
財
政

問
　
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
の
知
事
の
方
針
と
行
財
政

改
革
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

答
　
県
民
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
滋

賀
の
将
来
の
た
め
に
必
要
な
投
資

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
は
、
行
政
経
営
方
針
で

定
め
た
令
和
４
年
度
ま
で
の
取
組

を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
肝
要

と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
財
政
収
支
改
善
に

向
け
、
ネ※

２

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
へ
の

取
組
も
含
め
、
歳
入
確
保
の
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
検
討
し
、
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
歳
出
面
で
は
、

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
向
上
に
努
め
、

「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

と
な
る
よ
う
、
必
要
な
見
直
し
・

改
善
を
不
断
に
行
う
な
ど
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
来
年
度
予
算
編
成
で
も
、
県
税

収
入
や
地※

３

方
財
政
対
策
の
状
況
を

見
極
め
、
感
染
症
へ
の
対
応
や
県

経
済
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
施
策

を
盛
り
込
む
な
ど
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
未
来
志
向
の
予
算
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
政
策

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
少
子
化
の
一

層
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
今
後
の
子
育
て
世
代
の
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
方
か

ら
子
育
て
に
関
す
る
不
安
の

声
を
お
聞
き
し
、
全
国
知
事
会
次

世
代
育
成
支
援
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
県
と
し
て
、

ま
ず
は
こ
う
し
た
実
情
を
国
へ
伝

え
る
と
と
も
に
、
手
当
の
拡
充
や

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
す
る
全
国

一
律
の
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
、
関
係
省
庁
に
対
し
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
と
し
て
市
町
が
行
う

様
々
な
子
育
て
支
援
の
取
組
に
対

し
て
も
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
県

独
自
に
は
、
多
子
世
帯
へ
の
保
育

に
係
る
負
担
軽
減
や
、
自
治
振
興

交
付
金
の
提
案
事
業
に
よ
る
若
者

の
県
内
定
着
や
移
住
等
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
10
月
に
策
定
し
た

「
す※

４

ま
い
る
・
あ
く
し
ょ
ん
」
を

も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
も
知
っ
て

も
ら
い
、
市
町
や
企
業
な
ど
と
も

連
携
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
関

係
す

る
事

業
を

洗
い

出
し
、

全
庁

あ
げ
て
の
取
組
と
す
る
こ
と
で
コ

ロ
ナ
禍
で
も
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
滋
賀
を

築
き
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

11月定例会議で審議した決議・意見書
番　号 件　　　名 結果

決議第1号 天皇陛下に奉呈する賀詞案 可決

決議第2号 皇嗣殿下に奉呈する賀詞案 可決

意見書第21号 日本学術会議会員推薦者任命拒否の撤回を求める意見書案 否決

意見書第22号 後期高齢者医療制度における窓口２割負担の中止を求める意
見書案

否決

意見書第23号 刑事訴訟法の再審手続に関する規定の改正を求める意見書案 否決

意見書第24号 令和３年度障害福祉サービス等報酬改定における障害福祉人
材の処遇改善を求める意見書案

可決

議案番号 件　　　名 結果

（知事提出）
議第136号～
議第141号

令和元年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについて　ほか５件

認定

議第151号 令和元年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益剰余
金の処分につき議決を求めることについて

可決

議第153号～
議第160号

令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第９号）　ほか７件 可決

議第161号～
議第163号

滋賀県特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条
例案　ほか２件

可決

議第164号～
議第167号

令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第10号）　ほか３件 可決

議第168号～
議第177号

滋賀県新型コロナウイルス感染症対策基金条例案　ほか９件 可決

議第178号～
議第197号

契約の変更につき議決を求めることについて（草津用水２期地
区常盤用水路（その１）工事）　ほか19件

可決

議第198号 令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第11号） 可決

11月定例会議で審議した主な議案

議会からのお知らせ

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、
会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしています。
（※�スマートフォン等でも御覧いただけます。）

滋賀県議会ホームページ https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会ツイッター （アカウント名　@shigakengikai）

用
語
解
説

※１�「全層循環」・・・湖の表層の水温が低下し、湖水の混合が湖底まで進むことで、表層から底層まで水温と溶存酸素濃度が一様となること。
※２�「ネーミングライツ」・・・県有施設や県が実施するイベント等に企業名や商品名、サービス名等の「愛称」を付与する権利。
※３�「地方財政対策」・・・�国における翌年度の地方財政全体の収支算定の際に、地方が安定的な財政運営を行うために必要となる一般財源総額と過不足があった場合、それを均衡させるため

の財源対策。
※４�「すまいる・あくしょん」・・・コロナ禍において３万人を超える子どもたちの声を元に策定した、子どもの笑顔を増やすための行動様式。未来につながる７つの指標を設けている。

すまいる・あくしょん 
啓発キャラクター


